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4 特集 表紙紹介
「ふくしま古民家巡り」

福島の観光

「目の前に広がる
  雄大なパノラマ
  紅葉の磐梯吾妻
  スカイラインを駆ける」

2

●元気ふくしまふるさと寄附金

●「旧堀切邸」「瀬上嶋貫本家」
　「御倉邸」「旧佐久間邸」
　「福島市民家園」

インフォメーション8

表紙説明：
秋真っ盛りの鎌沼へ向かう登山道では、一
面に広がる色とりどりの紅葉が登山者の目
を楽しませてくれます。登ってきた道を振り
返ると、浄土平のシンボルである吾妻小富
士や福島盆地の展望が待っています。

鎌沼へ向う登山道から望む
吾妻小富士

元気ふくしま
ふるさと
寄附金

ふくしまのまちづくりを応援!

ふるさと納税

福島市のふるさと納税
福島市は、ふるさと納税を

「元気ふくしま・ふるさと寄附金」として、
８つの応援メニューでふるさとづくりに活用しています。

1回につき１万円以上寄附していただいた、
福島市外に住民登録がある方を対象に、
感謝の気持ちとして返礼品をお贈りします。

寄附金額に応じて付与されたポイントを使って、
専用カタログや専用ポータルサイトからお好きな返礼品が選べます！

詳しくは、福島市ホームページをご覧いただくか
下記までお問い合わせください

問　い
合わせ

寄附金・控除に関すること 返礼品に関すること

福島市 市民税課
☎024-525-3713（直通） 024-528-2480

福島市ホームページ
http://www.city.fukushima.fukushima.jp/
soshiki/97/suishin16082901.html/

詳しくはホームページをご覧ください

FAX

福島市 観光コンベンション推進室
☎024-525-3722（直通） 024-535-1401FAX

返礼品は
福島市の魅力たっぷり
100品目以上！
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最
高
標
高
1
，6
2
2
メ
ー
ト
ル
。

磐
梯
吾
妻
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
は
、
福
島

市
西
の
高
湯
温
泉
と
土
湯
峠
を
結
ぶ

全
長
2
8
．
7
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
山

岳
道
路
で
す
。
カ
ー
ブ
を
曲
が
る
度

に
絶
景
が
待
つ
そ
の
道
は
「
日
本
の

道
１
０
０
選
」
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
バ
イ
ク
雑
誌
読
者
が
選
ぶ
名

道
で
１
位
に
輝
い
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
秋
の
休
日
、
喧
騒
を
離
れ
て
大
自

然
に
懐
深
く
抱
か
れ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
。

　
冷
え
込
む
ほ
ど
に
色
付
き
が
進
む
空
の
道

の
な
か
で
も
、
作
家
・
井
上
靖
が
名
付
け
た

ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト
「
吾
妻
八
景
」
は
、
シ
ャ
ッ

タ
ー
チ
ャ
ン
ス
の
宝
庫
で
す
。
道
開
き
の
神

〝
天
狗
〞
が
舞
い
遊
ん
だ
と
い
う
伝
説
が
残
る

「
天
狗
の
庭
」
付
近
は
、
ク
マ
ザ
サ
の
緑
と
白
い

木
肌
の
ダ
ケ
カ
ン
バ
、
ナ
ナ
カ
マ
ド
や
カ
エ
デ

類
の
黄
色
や
赤
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
も
見
事
な
錦

が
山
肌
を
覆
い
ま
す
。「
つ
ば
く
ろ
谷
」
に
か
か

る
〝
不
動
沢
橋
〞
周
辺
も
お
勧
め
で
す
。
谷
底

ま
で
80
メ
ー
ト
ル
の
渓
谷
全
体
が
多
彩
な
色
に
染

ま
り
ま
す
。
車
を
降
り
て
歩
く
な
ら
浄
土
平
か
ら

「
桶
沼
」
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。
一
切
経
山
の
荒
涼

と
し
た
山
肌
を
背
景
に
赤
や
黄
色
、
オ
レ
ン
ジ
、

緑
な
ど
、
丹
念
に
刺
し
た
分
厚
い
刺
し
ゅ
う
の
よ

う
な
紅
葉
と
、
美
し
い
水
鏡
が
待
っ
て
い
ま
す
。

目の前に広がる雄大なパノラマ
紅葉の「磐梯吾妻スカイライン」を駆ける

115

70

30

磐
梯

吾
妻

ス
カ

イ
ラ

イ
ン

至猪苗代町至猪苗代町

至
土
湯
温
泉
町

至
土
湯
温
泉
町

至
福
島
市
街
地

至
福
島
市
街
地

高湯ゲート高湯ゲート
不動沢橋不動沢橋

桶沼桶沼

五色沼
（魔女の瞳）
五色沼
（魔女の瞳）

鎌沼鎌沼

一切経山一切経山

吾妻
小富士
吾妻
小富士

土湯ゲート土湯ゲート

天狗の庭
  てんぐ    　　にわ

天風境
 てん ぷう きょう

白樺の峰
 しらかば　　みね

つばくろ谷
　　　　　　　　たに

浄土平
じょうどだ いら 

双竜の辻
そう りゅう　　つじ

国見台
くに  み  だい

湖見峠
    うみ   み  とうげ

♨♨
高湯温泉高湯温泉

♨♨
土湯峠温泉郷土湯峠温泉郷

・浄土平レストハウス
・浄土平ビジターセンター
・浄土平天文台

・浄土平レストハウス
・浄土平ビジターセンター
・浄土平天文台

写真：天狗の庭

写真：つばくろ谷・不動沢橋

福
島の

観
光

N

カ
ー
ブ
を
曲
が
る
度
に

絶
景
が
待
つ

空
に
続
く
道

「
吾
妻
八
景
」は
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
の
宝
庫

例年の見頃（紅葉）：9月下旬～10月中旬

磐梯吾妻スカイライン
吾妻山は噴火警戒レベル2が継続
しているため、引き続き全ての区間

（高湯ゲート～土湯ゲート）で、夜間
（午後5時～翌午前7時）通行止め。

通行可能時期：4月上旬～11月中旬
※11月中旬～翌年4月上旬は冬期閉鎖。

問福島県県北建設事務所
　吾妻土湯道路管理所
☎0242-64-3478

土 湯トン ネ ル

2

3

3
2

1

4

写真：湖見峠付近4

❷❹撮影／平成27年度市民カメラマン 宍戸良之さん

い
っ
さ
い
き
ょ
う
ざ
ん

お
け
ぬ
ま

け
ん
そ
う
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家
づ
く
り
の
究
極
は

数
寄
屋
造
り

　
16
歳
で
大
工
の
棟
梁
に
弟
子
入
り
し
、

20
代
で
独
立
し
た
三
浦
藤
夫
さ
ん
は
、
大

工
歴
50
年
の
大
ベ
テ
ラ
ン
で
す
。
一
般
住

宅
に
加
え
て
、
旧
家
や
古
民
家
の
修
復
な

ど
も
手
掛
け
る
よ
う
に
な
っ
た
い
き
さ
つ

を
伺
う
と
「
良
い
建
物
を
追
及
し
て
い
く

と
数
寄
屋
建
築
に
た
ど
り
つ
き
ま
す
。
30

代
の
頃
、
も
っ
と
高
み
を
目
指
そ
う
と
全

国
か
ら
広
く
受
講
生
を
募
っ
た
〝
日
本
建

築
セ
ミ
ナ
ー
〞
に
通
う
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
す
」
と
話
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
講
師
陣
は
、
日
本
建
築
界
の

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
が
勢
ぞ
ろ
い
。
文
化
庁
が

管
理
す
る
文
化
財
の
解
体
修
理
を
目
の
前

で
勉
強
す
る
こ
と
が
で
き
た
そ
う
で
す
。

「
約
16
年
間
通
っ
て
本
物
を
見
な
が
ら
学

ん
だ
こ
と
は
私
の
財
産
で
す
」

建
築
技
術
は

仕
事
が
な
い
と
残
せ
な
い

　
さ
ま
ざ
ま
な
登
録
文
化
財
の
復
原
・
再

生
工
事
を
手
掛
け
て
き
た
三
浦
さ
ん
。
解

体
復
原
工
事
に
は
、
伝
統
工
法
の
エ
キ
ス

が
詰
ま
っ
て
い
る
と
言
い
ま
す
。「
継
ぎ

手
や
仕
口
な
ど
、
確
か
な
技
術
を
持
っ
た

職
人
の
見
事
な
仕
事
に
は
毎
回
感
動
さ
せ

ら
れ
ま
す
。
使
わ
れ
て
い
る
木
材
も
適
材

適
所
が
あ
っ
て
山
の
峰
に
育
つ
松
は
粘
り

が
あ
る
か
ら
梁
に
、
沢
に
育
つ
栗
は
湿
気

に
強
い
か
ら
土
台
に
、
そ
の
中
間
に
育
つ

杉
は
柱
に
使
う
な
ど
、
実
に
う
ま
く
で
き

て
い
ま
す
」

　
旧
堀
切
邸
に
あ
る
十
間
蔵
の
解
体
修
復

も
そ
う
し
た
エ
キ
ス
に
あ
ふ
れ
て
い
た
そ

う
で
す
。「
約
2
7
0
年
前
の
土
蔵
の
一

階
部
分
を
解
体
し
て
復
原
し
ま
し
た
。
柱

の
悪
い
と
こ
ろ
は
根
継
ぎ
を
し
、
全
長
14

メ
ー
ト
ル
の
中
梁
を
取
り
換
え
、
土
壁
は

全
部
塗
り
直
し
ま
し
た
。
苦
労
も
あ
り
ま

し
た
が
全
て
が
勉
強
で
し
た
。
原
型
が

残
っ
て
い
て
、
腕
の
い
い
職
人
が
い
た
か

ら
こ
そ
で
き
た
工
事
で
し
た
」

　
旧
堀
切
邸
は
、
江
戸
時
代
か
ら
続
い
た

豪
農
・
豪
商
の
旧
家
で
す
。
明
治
14
年
に

再
建
さ
れ
た
母
屋
の
屋
根
は
、
東
京
駅
と

同
じ
雄
勝
産
の
ス
レ
ー
ト
瓦
葺
。
組
子
欄

間
、
ツ
ル
や
カ
メ
の
形
を
し
た
釘
隠
し
、

奥
の
間
の
書
院
造
り
、
次
の
間
の
地
形
に

合
わ
せ
た
ア
ー
ル
の
天
井
な
ど
、
見
ど
こ

ろ
が
た
く
さ
ん
。
敷
地
内
に
は
、
江
戸
時

代
後
期
に
建
て
ら
れ
た
県
内
最
古
の
十
間

蔵
も
残
っ
て
い
ま
す
。
主
に
米
蔵
、
時
代

に
よ
っ
て
は
酒
蔵
な
ど
に
も
使
わ
れ
て
い

た
よ
う
で
す
。
中
で
も
、
全
長
14
メ
ー
ト

ル
も
あ
る
中
梁
は
必
見
で
す
。
伝
統
工
法

の
特
徴
で
も
あ
る
礎
石
の
上
に
柱
を
立
て

る
〝
石
場
建
て
〞
や
、
竹
木
舞
を
組
み
、

藁
ス
サ
を
混
ぜ
て
寝
か
せ
た
粘
土
を
幾
重

に
も
塗
り
重
ね
た
厚
さ
25
セ
ン
チ
の
土
壁

も
、
熟
練
の
技
で
造
り
上
げ
た
仕
事
の
魅

力
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
伝
え
て
い
ま
す
。

399

399

3

319

N

十綱橋

新十綱橋

摺上川

福島交通㈱
飯

坂
線

飯
坂
ト
ン
ネ
ル

パルセ
いいざか
パルセ
いいざか

飯坂支所飯坂支所

飯坂小飯坂小

飯坂温泉
観光協会
飯坂温泉
観光協会

飯坂
温泉駅
飯坂
温泉駅

花水坂駅花水坂駅

旧堀切邸
♨♨

PP

PPPP

♨♨
波来湯波来湯

鯖湖湯鯖湖湯

福島市飯坂町字東滝ノ町16　☎024-542-8188
開館時間／午前9時～午後9時
見学料／無料　休館日／無休（臨時休館あり） 

　長
い
年
月
を
経
て
、
も
は
や
風
景
の
一
部
と
し
て
愛
さ
れ
続
け
る
旧
家
・
古
民
家
は
、
私
た

ち
の
心
の
原
風
景
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。〝
用
と
美
〞
を
兼
ね
備
え
、
独
特

の
個
性
を
放
ち
な
が
ら
地
元
の
歴
史
や
文
化
の
記
憶
を
と
ど
め
伝
え
る
古
い
建
築
物
は
、
先
人

た
ち
の
暮
ら
し
の
知
恵
の
宝
庫
で
す
。
長
年
に
わ
た
り
重
要
文
化
財
復
原
工
事
や
旧
家
・
古
民

家
の
再
生
工
事
を
手
掛
け
て
き
た
大
工
職
人
・
三
浦
藤
夫
さ
ん
を
訪
ね
福
島
市
内
に
残
る
旧
家
・

古
民
家
の
魅
力
、
保
存
の
重
要
性
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

三浦さんに専門家の立場から
市内に残る旧家・古民家につ
いて、建物の特徴や見どころを
お聞きしました。時を超え現
存する歴史的建造物を通し、
残すべき素晴らしい先人の知
恵や技をぜひご覧ください。

昭和21年福島市生まれ
三浦工匠店（有）代表取締役
ふくしまの旧家を活かす会 副会長
福島ヘリテージ マネージャー

三浦 藤夫さん
み うら ふじ お

ふ
く
し
ま
古
民
家
巡
り

よみがえる
思い出

特集
2016年10月号

旧
堀
切
邸 

十
間
蔵

手
仕
事
の
魅
力
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
伝
え
る
母
屋
と
十
間
蔵

福
島
市
指
定
有
形
文
化
財

郷
愁
誘
う
旧
家
・
古
民
家
は
心
の
原
風
景

職
人
の
技
を

ご
覧
く
だ
さ
い

※
１
し
く
ち

や
り
が
ん
な

き
ょ
う
し
ゅ
う

い
し
　
ば
　
た

お
も
　
や

お  

が
つ

す

き

や

な
か
は
り

く
み
こ
ら
ん

わ
ら

ま

き
ゅ
う

ほ
り

き
り

て
い

じ
ゅ
っ

け
ん

ぐ
ら

た
け
　
こ
　
ま
い

※
３

※3釘隠し…長押（なげし）などに打った釘の頭を隠すために用いる建築装飾金具の一つ ※1仕口（しくち）…大工の技の一つ。部材を直角または、ある角度でつなぐ加工方法の総称
※2名栗（なぐり）…釿などで独特の削り痕を残す日本古来からの加工技術

三浦藤夫さん所有の古い大工道具
　左から鋸（のこぎり）2種類（縦引き・横引き）、

大鉞（おおまさかり）、前釿（まえちょうな）2本、
槍鉋（やりがんな）2本

・縦引き、横引き、大鉞は、明治時代の道具。
・大鉞は、大きな梁の皮をはぐ時に使う。
・釿は、木材を名栗（なぐり）※２の時に使う。
・槍鉋は、平安時代の道具。前釿で荒削りし

た後の仕上げで使う。

母屋（手前左）と十間蔵（右奥）

母屋のアール（曲面）の天井

ケヤキの彫刻欄間がある書院

1775（安永4）年に建立された蔵で、桁行（長さ）が十間（約18メートル）ある

槍
鉋
で
材
木
の
表
面
を
仕
上
げ
る
三
浦
さ
ん

前
釿
で
仕
上
げ
た
全
長
14
メ
ー
ト
ル
の
中
梁
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嶋
貫
本
家
は
、
上
杉
藩
の
家
臣
と
し
て

福
島
に
移
り
住
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
先
祖
は
、
江
戸
時
代
奥
州
街
道
の
宿

場
町
と
し
て
に
ぎ
わ
っ
た
瀬
上
で
金
融
業

を
営
ん
で
い
ま
し
た
。
商
家
造
り
の
母
屋

（
明
治
32
年
起
工
・
同
40
年
完
成
）
と
、
お

客
様
を
も
て
な
す
部
屋
と
し
て
建
て
増
し

た
と
い
う
数
寄
屋
造
り
の
離
れ
（
大
正
2

年
増
築
）
は
、
ど
ち
ら
も
総
二
階
建
て
で

秋
田
杉
や
黒
柿
な
ど
の
銘
木
が
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
40
帖
の
大
広
間
、
格
式
高
い
格

天
井
、
美
し
い
筬
欄
間
、
し
っ
く
い
の
レ

リ
ー
フ
で
仕
上
げ
た
洋
間
の
天
井
飾
り
な

ど
、
高
い
技
術
と
セ
ン
ス
に
脱
帽
で
す
。

慶
弔
の
象
徴
「
松
竹
梅
」
や
不
老
長
寿

の
実
「
桃
」、火
伏
祈
念
の
「
猪
の
目
（
懸

魚
）」
な
ど
、
家
族
を
思
う
あ
る
じ
と
職

人
の
粋
な
遊
び
心
を
伺
い
知
れ
る
箇
所
が

随
所
に
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
自
分
の
目
で
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

福島市佐倉下字加藤7-6　☎024-546-3948
開館時間／午前9時～午後5時
見学料／無料
休館日／無休（施設点検などのため臨時休館の場合あり）

福島市上名倉字大石前地内　☎024-593-5249
開園時間／午前9時～午後4時30分　
入園料／無料　
休園日／毎週火曜日、年末年始

（火曜日が祝祭日の場合はその翌平日が休園日） 

福島市御倉町1番78号　☎024-522-2390
開館時間／午前10時～午後6時
見学料／無料　休館日／毎週火曜日、年末年始

福島市瀬上町字本町90-2
【完全予約制】
☎090-2273-5001（受付時間 午前10時～午後4時）
見学料／建物維持協力金 1人500円

　
昭
和
２
年
の
建
築
で
、
戦
時
中
は
日
本
銀
行
福
島
支
店

の
寄
宿
舎
と
し
て
使
わ
れ
、
戦
後
は
進
駐
軍
の
接
収
も
経

験
し
ま
し
た
。
外
観
は
、寄
棟
の
赤
瓦
。
杉
板
の
下
見
張
り
。

部
屋
は
和
室
８
、
洋
間
３
、
計
11
あ
り
、
使
わ
れ
て
い
る

木
材
は
全
て
建
築
当
時
の
も
の
で
す
。
例
え
ば
、
二
間
続

き
の
和
室
の
鴨
居
や
長
押
、柱
は
青
森
ヒ
バ
で
す
。茶
室
は
、

杉
の
一
枚
板
を
使
っ
た
鏡
天
井
。
横
組
引
き
分
け
猫
間
障

子
を
開
け
て
眺
め
る
庭
も
趣
が
あ
り
ま
す
。
阿
武
隈
川
と

弁
天
山
を
京
都
の
鴨
川
と
東
山
に
見
立
て
た
と
い
う
雅
な

風
情
に
し
ば
し
酔
い
し
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　
15
代
目
が
庄
屋
屋
敷
と
し
て
江
戸
中
期
に
建
築
し
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
長
屋
門
（
正
門
）
の
手
前
に
め
ぐ

ら
せ
た
堀
は
、
大
正
時
代
の
築
造
で
木
の
根
1
本
も
通
さ

な
い
〝
亀
甲
石
積
〞
で
す
。
旧
佐
久
間
邸
の
特
徴
は
、
玄

関
で
、
家
人
用
の
玄
関
の
ほ
か
に
、
貴
賓
を
迎
え
る
〝
式

台
玄
関
〞
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
囲
炉
裏
の
間
と
座
敷
と

床
の
高
さ
も
異
な
り
、
家
族
間
で
も
優
位
が
あ
っ
た
こ
と

を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
三
間
続
き
の
和
室
、
黒
柿
の
障
子

戸
、
大
黒
柱
、
帯
戸
、
土
間
な
ど
、
建
物
内
部
は
懐
か
し

さ
と
温
も
り
に
あ
ふ
れ
郷
愁
を
誘
い
ま
す
。

　
国
指
定
重
要
文
化
財
の
芝
居
小
屋
は
、
全
国
に
６
棟
し

か
な
い
貴
重
な
建
造
物
で
す
。
明
治
20
年
（
推
定
）
に
梁

川
村
（
現
在
の
伊
達
市
）
で
有
志
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
、

平
成
６
年
に
移
築
・
復
原
さ
れ
ま
し
た
。
舞
台
中
央
は
、

回
り
舞
台
で
床
下
に
奈
落
が
あ
り
花
道
、ぶ
ど
う
棚
、ち
ょ

ぼ
席
な
ど
当
時
の
芝
居
小
屋
と
し
て
必
要
な
も
の
を
備
え

て
い
ま
す
。
回
り
舞
台
は
、
手
押
し
式
で
大
人
４
人
く
ら

い
で
軽
や
か
に
回
り
ま
す
。
舞
台
の
裏
手
に
あ
る
楽
屋
の

板
壁
に
は
、
当
時
の
役
者
た
ち
の
サ
イ
ン
や
落
書
き
が
多

数
残
っ
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
民
家
園
に
は
、
年
月
を
し

の
ば
せ
る
建
物
が
数
多
く
移
築
し
て
あ
り
ま
す
。

瀬
上 

嶋
貫
本
家
住
宅

御倉邸

家
族
を
思
う
あ
る
じ
の
心
と
職
人
の
粋
に
触
れ
る

京
都
の
名
所 

鴨
川
と
東
山
に
見
立
て
た
雅
な
風
情
に
酔
う

旧佐久間邸
信
夫
の
里
で
も
最
も
古
い
民
家
が
伝
え
る
歴
史

旧広瀬座
役
者
と
観
客
の
距
離
が
近
い
芝
居
小
屋

国
登
録
有
形
文
化
財

旧日本銀行福島支店長役宅

国指定重要文化財
福島市
民家園

き
っ
こ
う
い
し
づ
み

よ
せ
む
ね

な
げ
し

い

ろ

り

お
び
　ど

お
さ
ら
ん
　ま

く
ろ 

が
き

い

め

※
１
し
き

※
２

※
３

※
４

だ
い
げ
ん
か
ん

※1式台玄関…長式台とは玄関先に設けた板敷きの部分。武家屋敷を訪問した客人が地面に下りることなく籠に乗り入れできる
※2花道…舞台の下手から桟敷席の前を通り鳥屋に通じる通路　※3ぶどう棚…竹で編んだ格子状の天井。桜吹雪や紙吹雪を散らすことができる。
※4ちょぼ席…義太夫語りの居るところ

し
ま

お

きゅう さ く ま

きゅう ひろ せ ざ

てい

りゅうびんおもて

せいおう　ぼ

もん

ぺり

ぐら てい

ぬ
き

ほ
ん

じ
ゅ
う

た
く

け

当時としてはモダンな洋間（2階）は、趣向を凝らした造りと調度品があるじの
こだわりを感じさせます 細部にもこだわったレトロな

照明

階段を上がると広がる大広間は、厳選した銘木をぜいたくに使った歴史と格式を感じる造り

二間続きの和室から望む日本庭園が原風景を感じさせる

旧広瀬座では毎年、芝居小屋としての公演事業を
行っています

手押しで動く回り舞台

貴賓を迎える式台玄関
式台玄関の柱
に施された“根
継ぎ”に注目。
“四方鎌”という
見 事な仕 事を
見ることができ
ます

家族の健康を思い薬医門に載
せた「桃」。桃は中国の“西王母”

（女神）が持つ不老長寿の実

目の太い畳“龍鬢表”に“紋
縁”を付け座敷に風格を与
えている

旧奥州街道沿いに建つ嶋貫本家

115

126

N

さ
く

ら
橋

仁井田橋

東
北

自
動

車
道

荒 川

須川福島市
老人福祉
センター

福島市
老人福祉
センター あらかわ

クリーン
センター

あらかわ
クリーン
センター

福島県
ハイテクプラザ
福島県
ハイテクプラザ

西部勤労者
研修センター
西部勤労者
研修センター

佐倉
工業
団地

福島西IC福島西IC

旧佐久間邸

PP

4

197

155
353

387

N

東
福
島
駅

東
北

本
線 旧

奥
州

街
道

阿武隈急行

東
北

新
幹

線
瀬上小瀬上小

北信中北信中

福島学院大学福島学院大学

福島県
教育センター
福島県
教育センター

福島東
郵便局
福島東
郵便局

瀬上
嶋貫本家

PP

福島学院前駅福島学院前駅

4

13福島駅

148

N
阿
武
隈
川

荒川

天神橋

大
仏
橋

東
北
本
線

東
北
新
幹
線

平和通り

信
夫
橋

あ
づ

ま
橋

PP

県庁県庁

福島
警察署
福島
警察署

福島
第一小
福島
第一小

杉妻
会館
杉妻
会館

御倉邸

子どもの夢を
育む施設
こむこむ

子どもの夢を
育む施設
こむこむ

115

5
N

荒川
フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン

日
ノ
倉
橋

荒川橋

サイクル
スポーツ広場
サイクル
スポーツ広場

あづま
総合体育館
あづま
総合体育館

あ
づ
ま

総
合
運
動
公
園

あづま球場あづま球場

西支所西支所

荒井小荒井小

南東北　
福島病院
南東北　
福島病院

西信中西信中
福島市民家園

PP

木陰広場木陰広場

PP
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〒960−8601 福島市五老内町3−1
☎024−525−3710　　 024−536−9828
E-mail : kouhou@mail.city.fukushima.fukushima.jp
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4 特集 表紙紹介
「ふくしま古民家巡り」

福島の観光

「目の前に広がる
  雄大なパノラマ
  紅葉の磐梯吾妻
  スカイラインを駆ける」

2

●元気ふくしまふるさと寄附金

●「旧堀切邸」「瀬上嶋貫本家」
　「御倉邸」「旧佐久間邸」
　「福島市民家園」

インフォメーション8

表紙説明：
秋真っ盛りの鎌沼へ向かう登山道では、一
面に広がる色とりどりの紅葉が登山者の目
を楽しませてくれます。登ってきた道を振り
返ると、浄土平のシンボルである吾妻小富
士や福島盆地の展望が待っています。

鎌沼へ向う登山道から望む
吾妻小富士

元気ふくしま
ふるさと
寄附金

ふくしまのまちづくりを応援!

ふるさと納税

福島市のふるさと納税
福島市は、ふるさと納税を

「元気ふくしま・ふるさと寄附金」として、
８つの応援メニューでふるさとづくりに活用しています。

1回につき１万円以上寄附していただいた、
福島市外に住民登録がある方を対象に、
感謝の気持ちとして返礼品をお贈りします。

寄附金額に応じて付与されたポイントを使って、
専用カタログや専用ポータルサイトからお好きな返礼品が選べます！

詳しくは、福島市ホームページをご覧いただくか
下記までお問い合わせください

問　い
合わせ

寄附金・控除に関すること 返礼品に関すること

福島市 市民税課
☎024-525-3713（直通） 024-528-2480

福島市ホームページ
http://www.city.fukushima.fukushima.jp/
soshiki/97/suishin16082901.html/

詳しくはホームページをご覧ください

FAX

福島市 観光コンベンション推進室
☎024-525-3722（直通） 024-535-1401FAX

返礼品は
福島市の魅力たっぷり
100品目以上！

市
民
フ
ォ
ト

福 島 市
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